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取得学位

最終学歴

最終更新日：

氏　　　名 西﨑　緑（にしざき　みどり、Nishizaki Midori）

所 属 （大学）福祉社会教育講座職　　　名 教授

米国セントラルミシガン大学大学院　政治学研究科　政治学専攻

博士（社会福祉）（首都大学東京2009年）、政治学修士M.A（セントラル・ミシガン大学大学院1994年）社会学修士（明治学院大学大学院

1982年）

専門分野

（教育・研究）

（教育）社会福祉原論、高齢者福祉、社会福祉政策・計画

（研究）社会福祉史、アメリカの社会福祉、地域福祉

自己紹介

（自由記述）

マイノリティや抑圧された人々の側からの政治活動の過程を中心に研究し、地域の福祉活動、自助活動の実践に微力ながらかかわってい

ます。過去10年ほどの自分の研究は、南北戦争後から公民権運動までの約100年間、人種隔離制度の中でアメリカ黒人を支えた、黒人女

性の自助活動と社会活動について焦点をあててきました。2009年ようやく論文にまとめ学位取得となりました。今後の10年は、1950年代か

ら60年代の公民権活動の高まりの時期を中心に、アメリカ社会事業史と黒人史の統合を図りつつ、専門ソーシャルワークの手法及び政治

参加（具体的にはソーシャルアクションへのシフトと、コミュニティの人々や当事者とともにアドヴォカシーを行う、ソーシャルワーカーの政治

参加）の過程を研究していく予定です。

電子メールアドレス nisizaki ホームページURL

最近の研究課

題・キーワー

ド（３件）

アメリカ黒人

社会福祉の政治過程

Whitney M. Young, Jr.

主要業績

（５件）

編著

現代社会と福祉（平成21年）久美出版

論文

G.I.Billと黒人（平成23年2月）福岡教育大学紀要第60号第２分冊

セツルメント・ワーカーと優生学ワーカー（平成17年）福岡教育大学紀要第55号第２分冊

社会活動家Mary McLeod Bethune；性差別・人種差別との闘い（平成16年）福岡教育大学紀要第53号第2分冊

Mary McLeod Bethuneと黒人女子教育（平成14年）福岡教育大学紀要第51号第2分冊

所属学会
日本社会福祉学会、社会事業史学会、アメリカ学会、日本アメリカ史学会

競争的外部

資金

（３件）

科研費（基盤C)５０年代アメリカ社会福祉界の変化と黒人社会事業家に対する評価の転換過程（平成22～24年度）

科研費（基盤C)黒人系大学におけるソーシャルワーク教育の歴史的研究-白人系大学との比較（平成18～19年度）

担当授業科目

（主要科目）

社会福祉原論Ⅰ、高齢者福祉論、高齢者福祉論Ⅱ、社会福祉援助技術論Ⅳ（社会福祉調査・社会福祉計画）、社会福祉援助技術基礎演習Ⅰ・Ⅱ、社会福

祉援助技術専門演習Ⅰ・Ⅱ、社会福祉援助技術現場実習Ⅰ・Ⅱ、社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ・Ⅱ、課題研究Ⅰ・Ⅱ

研究指導

の実績（５件）

卒業論文指導実績（平成21年度14名）（平成22年度9名）

　１．基本情報

　２．研究活動

　３．教育活動
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人材バンクのご依頼は、

授業改善

（FD）

への参加状況

（３件）

公開講座等

（３件）

出前授業等

（３件）

教育委員会

公共団体等

実績（３件）

受託研究：地域福祉の推進に関する市民の意識調査（平成21年）宗像市社会福祉協議会の調査分析

学外委員

（３件）

福岡県精神医療審査会委員

宗像市保健福祉審議会委員

宗像市介護保険運営協議会委員

その他

福岡県主任介護支援員研修講師（平成21～22年度）

久山町社会福祉協議会福祉大会コーディネーター

志免町社会福祉協議会地域福祉活動計画策定委員、作業委員

　４．社会活動

32西﨑　緑（にしざき　みどり、Nishizaki Midori）
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授業における

創意・工夫

１．高齢者福祉論において、地域の高齢者を伴走学習者として迎え、毎回の授業で学生と高齢者のディスカッションを設定し

ている。そのことにより、学生の高齢者イメージがポジティブに変化した。

２．社会福祉援助技術専門演習では、平成13年以来、地域住民の健康福祉調査（赤間コミュニティの中の行政区を順番に対

象とする）を学生にさせている。アンケートの企画、実施、集計、分析、報告書作成、報告会開催までを一連の流れとして

行うことにより、コミュニティワーカーとしての企画実践力が身につき、地域住民との交流もできる。

　５．人材バンク

大学運営

大学評価実施委員会委員（平成22年度）

学部教授会副議長（平成22年度）

　６．大学運営

連携協力事項
共同研究

○

出前授業

○

出前講演

○

教育相談

○

教材開発

○

その他

○

１．福祉教育

２．高齢者福祉、介護福祉

３．地域福祉

４．その他

連携協力事項

http://www.fukuoka-edu.ac.jp/sogo/jinzaibank/ をご覧ください。


